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〈レポート〉農林水産業

それぞれ10.1％、21.0％増加し、家禽肉の消費
量は農村部4.2kg、都市部10.5kgで、10年間で
１.7倍、2.1倍に増加している。
また、卵の１人当たり消費量（09年20.3kg）は

10年間で19.8％増加し、牛乳の消費量（09年
29.9kg）は10年間で4.2倍になっている。中国の
人口はこの10年間で7.1％増加しているため、
畜産物需要量全体の増加率はさらに大きい。

3　成長する中国の畜産業
こうした畜産物需要の増加に対応して、中

国の畜産業も大きく成長している。09年にお
ける中国の肉類生産量は7,650万トン（日本の23
倍）であり、10年前（99年）に比べて28.6％増加
した。生産量のうち豚肉が最大で64％を占め
ており、家禽肉は21％で、牛肉は8％のみであ
るが、増加率は家禽肉が最大であり、家禽肉
の生産量は10年間で42.4％増加した。
また、卵の生産量は2,741万トン（日本の11

倍）で10年間で28.4％増加し、牛乳の生産量は
3,735万トン（日本の５倍）で10年間で4.6倍にな
っている（第１図）。
なお、豚肉の生産地域は、四川省が最大（474

万トン）で9.7％を占め、湖南省、河南省、山東
省の上位４省で32.7％を占めている。また、
家禽肉は山東省が最大（229万トン）で14.4％を
占め、広東省、江蘇省、広西省の上位４省で
38.9％を占めている。牛乳は、内蒙古が25.7％、
黒龍江省が15.0％を占めている。

4　小さい畜産物貿易の割合
中国の畜産業は主に国内向け販売を目的と

しており、輸出量は少なく、畜産物輸入量の

1　注目される中国のトウモロコシ輸入
国際穀物価格が再び上昇している。2008年

にトウモロコシ価格が１ブッシェル7.5ドル
（シカゴ相場）まで高騰して大きな問題になっ
たが、リーマンショック以降下落に転じ、09
年９月には3.0ドルまで低下した。しかし、そ
の後再び上昇し、今年（11年）６月には一時7.9
ドルの値をつけた。
こうしたなかで関心が高まっているのが、

13億６千万人の人口を有し世界最大の穀物消
費国である中国の動向である。中国は2000年
頃より大豆の輸入量を急増させており、09年
の大豆輸入量は4,255万トンとなり、中国の大
豆輸入量は世界の大豆貿易量の５割を占める
に至っている。中国国内でも大豆を1,498万ト
ン生産しているが、中国の大豆自給率は26％
に低下している。
しかし、中国は穀物（米、小麦、トウモロコ

シ）については、一部、輸出や輸入を行ってい
るものの、これまで基本的には国内自給を維
持してきた。その中国が、昨年（10年）、トウ
モロコシを157万トン輸入した。輸入量が需要
量全体に占める割合はまだ１％程度にすぎな
いが、中国がトウモロコシを100万トン以上輸
入したのは15年ぶりのことであり、今後、中
国がトウモロコシの輸入量をさらに増大させ
るのではないかと注目されている。

2　増大する畜産物消費量
中国では、経済成長に伴う所得上昇によっ

て畜産物消費量が増加している。中国の肉類
消費量（09年、１人当たり、家禽肉を除く）は農
村部15.3kg、都市部24.2kgであり、10年間で
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飼料需要が増大しており、飼料用として最も
多く使用されるトウモロコシの生産量（09年
16,397万トン）は、10年間で28.0％増加した。ま
た、中国が大量に輸入している大豆は主に油
脂用であるが、搾油したあとの大豆かすは畜
産の飼料として利用している。また、中国は
乾燥キャッサバを主にタイから飼料用に輸入
しており（07年467万トン、08年200万トン）、米
国からのD

（注）
DGSの輸入量も急増している。

中国には農家による零細な畜産経営も多く
あるが、大規模な畜産経営が徐々に増加しつ
つあり（養豚では大規模経営の生産割合が４割を
占める）、この傾向はさらに進む見込みであ
る。日本の畜産において60年代以降起きたこ
とが、現在中国で起きているといえよう。小
規模な畜産農家は自家飼料を使うことが多い
が、大規模畜産では配合飼料（購入飼料）に依
存する割合が高く、大規模畜産の拡大や家禽
生産の増大に伴って配合飼料需要が急増して
おり、一部の配合飼料原料では輸入量が増え
ている。
ただし、トウモロコシについては、09年ま

では東北地方（黒龍江省、吉林省）や河南省など
の国内産を100％使用しており輸入はほとんど
なかったが、昨年（10年）は100万トンを超える
輸入に至った。中国では、トウモロコシは、
飼料向けが62％、工業原料向け（でんぷん、ア
ルコール用）が26％であり、工業原料向け需要
も増大しているため、今後、中国のトウモロ
コシ輸入量はさらに増加するとの見方が強ま
っている。その一方で、大量輸入に至った大
豆の「反省」もあるため、中国がトウモロコ
シの大量輸入に至ることはないであろうとの
見解もあり、中国のトウモロコシ輸入を巡る
今後の動向が注目される。

（しみず　てつろう）

割合も小さい。
豚肉についてみると、輸入量は53万トン、

輸出量は18万トン（09年）であり、近年輸入量
が増加しつつあるとはいえ、輸入量は生産量
の１％程度である。家禽肉については、輸入
量97万トン、輸出量30万トンで、中国は日本
に鶏肉加工品を14万トン輸出しているものの、
中国全体では輸出量より輸入量のほうが多い。
また、牛肉は19万トン輸入している。このよ
うに、中国は肉類の純輸入国であるが、輸入
量が供給量全体に占める割合は小さい。
牛乳・乳製品の輸入量は312万トン（08年、

生乳換算）で、輸入量は急増しているが（10年間
で3.4倍）、輸入量は生産量の8.4％である。

5　飼料需要の動向と今後の見通し
中国では、畜産業が大きく成長するなかで

（注） DDGS（Disti l ler 's Dried Grains with 
Solubles）とは、トウモロコシ等の穀物からアル
コールを生成した後に残る蒸留粕であり、たんぱ
く質や脂肪などが豊富なため配合飼料の原料とし
て使用される。米国ではバイオエタノール生産の
拡大でDDGSが大量に生成されている。
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第1図 中国の畜産物生産量
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